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数学オリンピックに学ぶ証明の技法

皆さんは、数学というのは「計算して問題を解
く」分野だと思っていませんか？もちろん、正確
に計算ができるのも重要なことですが、それ以上
に重要なのが論理を正確に操り、それを言語に落
とし込むことです。この認識が身に付いていない
と、躓きの原因となりがちです。この講座では、
数学オリンピックの良問を主な題材として、証明
を書く行為を大量に演習しながら、中高数学の内
容を概観していきます。どのような証明が「良
い」証明なのかというのは意外と難しい感覚で、
一朝一夕に身に付くものではありません。そのた
め、この講座ではインタラクティビティを重視し
たいと考えています。経験豊富な講師とのやり取
りや、生徒どうしの間での交流を通じて、そうし
た感覚をじっくり身に付けていきましょう。
受講にあたって、必ずしも数学オリンピックをめ
ざす必要はありません。さまざまな目的意識の方
に受講していただきたいです。もちろん、数学オ
リンピックでの活躍に主眼を置いての受講も歓迎
しますが、広い視点で数学に取り組むことをぜひ
大切にしてください。

受講の目安
原則として数II・Bまでの範囲を一通り理解して
いる方を対象とします。他講座との併用も歓迎し
ます。
K会生は基本的にＭ２修了以降の方が対象です。
Ｍ１修了後にこの講座の受講を検討している方
は、あわせてＭ２を受講することを推奨します。
他者とのコミュニケーションを積極的に楽しんで
取れる方を歓迎します。

到達目標
主に中高数学で扱う内容を、「証明を書く」と
いう観点を重視して概観します。中高数学をよ
り高い視点から捉えられるようになること、そ
してより高度な数学を学ぶにあたって必要とな
る基礎体力を身に付けることを目標とします。

授業の仕組み
まず、該当する範囲のテキストを各自で読み、
演習問題に取り組んできてください。授業で
は、必要に応じて通常の講義も行いますが、受
講者それぞれが演習問題について発表し、講師
からフィードバックを受けたり全体で議論した
りする活動が中心となります。生徒の皆さんと
一緒に形づくる講座です。

Ｍ１・Ｍ２とは少し違った構成から、中高数学の内
容をカバーしていきます。たとえば整数など、中高
ではあまり深く扱わない内容も掘り下げて学習しま
す。一方で微積分など、一般的な数学オリンピック
の出題範囲にはこだわらずに幅広く扱っていきます。
さまざまな分野での問題演習を通して、証明を書く
ことを楽しく学びましょう。

１
学
期

講 ＜内容＞

1 誤答集

2 数学的帰納法

3 最大値・最小値を求める

4 不等式

5 集合

6 写像（関数）

7 整数⑴

8 多項式

9 整数⑵

10 整数⑶

11 数列

夏期講習

２
学
期

講 ＜内容＞

1 1学期の復習

2 初等幾何⑴

3 三角関数

4 複素数平面

5 反転

6 射影幾何

7 2つの構図

8 2人ゲーム

9 グラフ

10 二項係数

11 組みあわせ幾何

冬期講習

３
学
期

講 ＜内容＞

1 2学期の復習

2 極限⑴

3 極限⑵

4 微分⑴

5 微分⑵

6 積分

7 群

春期講習

■学問としての数学との出会い
数学を専門としない多くの方にとって数学は、他の学問もそうかもしれませんが、大学受験の前に試験
対策で学ぶ数学のイメージのものかもしれません。それもそう簡単な数学とは限りませんが、ある意味
で点数の習得や良い学校への入学などのゴールのためになることが（とかく感受性の豊かな）若いうち
にこそ多いのではないかと思います。

学問は本来じっくりと物事の本質に向かい合って腰を据えて取り組んだ人類の長年の蓄積であって、点
数の習得や成績の差異の判定を目的としたものではありませんし、効率的にできるとも限らないものだ
と考えています。

私の場合、数学者になりましたが、漠然とした憧れから入ってこの職業がどうした仕事かを徐々に理解
してハマっていく経緯において、10代の間にも二つの大きなきっかけ・出会いがありました。

K会に通って（私は３期生でした）、本格的な学問としての数学に触れさせてもらえたことはその一つで
した。大学受験のための勉強や成績向上自体を目的とせず、学問の深みを堪能するというところに重点
を置いた学習プランというのはなかなか立てにくい貴重なものかもしれません。扱われる内容は大学や
（場合によっては大学院）の数学科で専門的に扱われるものが多く含まれています。例えば多項式方程式
を解くとはどういうことか、そのことに取り組んで式変形の技術の習得を超えて、対称性に基づいて別
の視点を得たアーベルやガロアの話に本格的に触れようとします。当時全てを理解したとは言えないで
すが、それでも何度となく学問への感動の波が若い自分の感性を揺さぶってきました。

■数学オリンピック
一方でK会に入る前から"数学オリンピック"についても耳にしていて、すぐに自然と（内容はあまり知
らないまま）憧れになりました。挑戦を経て長い月日を経てから振り返ると、それによって仲間ができ
たという点はとても（結果自体のことに限らずとも）大きいものでした。K会で、この度数学オリンピ
ックに関わる講座ができる予定だという話を聞きました。数学オリンピックという名の下、青少年大会
でしばしば行われる初等的で時間制限付きの難問解きの数学と、学問的な現代数学の差がどういうとこ
ろにあるのか、あるいはどう関わり得るのか、それを論じることは昔から、そして今も難しく繊細なテー
マです。

しかし私がK会生であった頃もそれらの間のはっきりとした差やその上での関連を、具体例を踏まえな
がら論じてくれた先輩たちがいて今の私に繋がっています。

数学は人智を超えたところにあると常に感じながら、数学の探究の日々は紛れもなく人生を豊かにして
くれています。そのワクワクの一端を若い頃に感じさせてくれるK会という貴重な場所を、大きな影響
を受けた一卒業生として応援しています。

K会の数学をお薦めします。
尾高 悠志
K会OB
2001年アメリカ大会金メダル、2002年イギリス大会銀メダル、2003年日本大会銀メダ
ル（筑波大学附属駒場高等学校在学時）
東京大学理学部数学科を経て京都大学大学院理学研究科数学・数理解析専攻修了、
2016年から京都大学大学院理学研究科准教授。2020年に日本数学会春季賞と学術振興
会賞を受賞。

※カリキュラムおよび進度は変更になることがあります。




